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本邦海岸の砂粒上に子のう殻を形成する海水菌について
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九州周辺海域の海水菌はTubaki（1968，1969）によって報告されている。同氏は天草島，種子

島及び鹿児島湾内において，滅菌された数種の木材または竹片を一定期間海水中に沈めて材片に

着生した菌類を調査している。筆者は1980年から本邦海岸の砂粒あるいは貝殻片上に子のう殻を

形成する海水菌の調査を開始しており，日本海箱石砂丘沿岸（土倉ら，1982）及び北海道北東部

（土倉，1982）にみられる海水菌の種類を報告した。本報では九州の主要な砂丘海岸及び南西諸

島の砂浜海岸で採取した試料から見出した同地域における末報告種7種を含む砂質を好む海水菌

の調査結果について述べる。

調　査　方　法

1981年2月13日～15日の問に九州の玄界，吹上浜，志布志湾そして宮崎の各砂丘海岸において，

さらに，1982年6月15日に玄界砂丘海岸でそれぞれ試料採取を実施した。また，1980年11月10日

から同月24日の問に南西諸島の八重山群島に位置する石垣，西表，波照間の各島，1981年6月21

日に沖縄島那覇市沿岸で試料採取を行なった（Tablel）。各地の汀線の砂及び砂浜に散在する流

木片に接触する砂を約500～800g宛さじですくいとってポリエチレン製の袋またはカップに採取

した。これらの試料を既報（土倉，1982）の常法に従って検鏡した。汀線で採取した試料及び採

取直後に観察を終えた試料の一部については，それらの砂を予め乾熱滅菌した200ml容三角ぴん

に150～200g　分注して，その砂上に別に乾熱滅菌したバルサ材または竹片（大きさ，50×20×2

mm）を2～3枚おいたのち，滅菌海水5～10mlを滴下した。三角ぴんの口はアルミ箔を三重に

しておおった。これらを室温に静置して2～20ケ月間に順次継続観察を行ない，各調査地におけ

る検出菌を集計した。
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Tablel．Collection data

N o． L ocation L at．　　 L on g．　　 D ate

I Sh in g u h am a （S hin gu －Cho，F uk uok a） 330 43′N 1300 27′E　 F eb．13，′81

II 〃　　 （K o ga・Ch o，F u kuok a） 33 44　　 130 28　　 J un ．15，′82

III F u keage h am a （F u kiage－Ch o，K ago shim a ） 31 3 1　 130 19　　　 F eb．14，′81

IV S hibu sh i ham a （S hibu sh i－Ch o，K a gosh im a） 31 28　　 130 06　　　　　　 〃

Ⅴ T akan abe （T ak anab e－Cho，M iyazaki） 32 06　　 131 32　　　　　　 〃

V I N aha （N ah a C ity，O kin aw a ） 26 13　　 127 40　　 J un ．2 1，′8 1

V II 0 0h am a （Ishiga ki） 24 2 7　　 124 08　　　 N ov．24，′80

V III K ahira （　 〃　 ） 24 20　　 124 09　　　　　　 〃

IX N aku ra （　 〃　 ） 24 24　　 124 09　　　　　　 ノケ

Ⅹ 0 0h ara （Iriom ote） 24 17　　 123 52　　　 N ov．10，′80

X I K om i （　 〃　 ） 24 19　　 123 54　　　　　 13，

ⅩII fIaim i （　 〃　 ） 24 16　　 123 50　　　　　 12，

ⅩIII U n arizaki （　 〃 ） 24 25　　 123 46　　　　　 18 ，

ⅩIV Iiaterum a （H ateru m a） 24 02　　 123 4 7　　　　　　 22，

調　査　結　果

1．砂粒上にみられる海水菌の種類と検出数

九州5地点及び南西諸島9地点における各試料の砂粒または見殻片上に子のう殻形成がみとめ

られた海水菌の種類と検出数を集計した（Table2）。

Table2・Marine funglWith ascocarps attached to grains ofsand from Kyushu

and Nansei－islands beaches（1980－1982）

N u m b er o f co lle ctio n s

F u n g l I＊ II II I I V V K 霊 u v I V II V II I I X X X I X II X II I X I V 豊 霊 －

total

C 窃 葦 霊 ‰ ∫　 2 18　 3　 0　 0　 23　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0

C ♂rβ〝♂申♂γα ／αrerα　　 0　 7　 0　 0　 0　　 7　　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　　 0

C ．椚αγがオ椚α　　　　　　 8　 25　 34　 10　 32　 109　　 0　 1　 0　 1　 0　 0　 3　　 0　 1　　 6

C ．ク〟たか〝α　　　　　 5　 3　 4　 1　 2　 15　　 4　 1　 2　 0　 1　 3　 4　 1　 0　 16

C ．／γゲ〟rrα／α　　　　 1 15　 1　 0　 3　 20　　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 1　 1

C ．sp．3　　　　　　　 2　 3　 0　 0　 0　　 5　　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　　 0

C ．sp ．4　　　　　　　 5　 14　　 5　 1　 0　 25　　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　　 0　　 0

∠オ乃み α Sp ・　　　　　 0　 2　 0　 0　 0　　 2　　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　　 0

∠〟JW ♂〝／lゐ sp ．　　 2　　 0　 0　 0　 0　　 2　　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　　 0　　 0

（T ota l）　　　　 （25） （87）（47） （12）（37） 206　 （4） （2） （2） （1） （1） （3） （7） （1） （2）　 23

S a n d sa m p les　　　　 43　 74　 57　 17　 38　 229　 19　 3　 2　 1　 6 10 10　 2　 4　　 38

A sc o c ar p s p re se n t　 20　 57　 43　 12　 33 16 5　　 4　 1　 2　 1 1　 3　 5　 1　 2　 16

＊L oc atio n s in T a b le l．
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試料採取を行なった14地点で4属9種の海水菌の子のう殻及び子のう胞子を確認した。供試試

料数のうち子のう殻がみとめられた数は，九州が206のうち165試料，南西諸島が23のうち16試

料であり，海水菌の検出数の合計は，九州が229，南西諸島が38である。検出数が上位を占める

海水菌の種類は，九州ではCげ♂〝♂ぜ♂和椚αγか椚αが109，C∂和〝♂ぜβm Sp．4が25，Cαγ∂叫画一

αビデど挽／¢／∂ぜ血erZbz滋∫が23，C♂γ∂〝叫か揺れ狗m約が20，C．ク〟／rle肋　が15などであり，

C・hcera，C・SP・3，Lindh sp．，LulwoYlhb sp．などが2～7の範囲で出現している。また，

南西諸島では，Cの血呼の材祓壷肋が16で，C．甥αγが‘椚αC．／γが〟rrαわが1～6の範囲で出

現した。採取試料数に多少があるが，九州の新宮浜において1試料中にいくつかの海水菌が混在

しているため，検出数は試料数を超えている。九州5地点における検出菌の分布をみると，C．

甥αγおz‘甥α，C・勿友ぬ勉　が広く出現している。C．／γ蔓極rrαわは北，東，西部に，C．sp．4は北

西，南部にCbrあぜカ即柁偽上旬机呼海沼壷通わ　は北，西部において出現しており，C♂m‰妙閃

SP・3，Lindh sp・，Lulworlhbsp．などが北部において，それぞれ砂粒または貝殻片上に出現す

ることを確かめた．また，南西諸島9地点の調査ではCβγ♂〝♂申♂和ク〟／rle肋の分布が7地点で

みとめられたが，C．椚αγが椚αは4地点，C．／γ≠布rrαわ　は1地点で出現したにすぎず，これらの

はかに海水菌を検出することはできなかった。

2．砂粒上の子のう殻の混在関係

1試料中に海水菌の子のう穀が単一の種で出現するほかに2種以上が混在する例は今回の調査

においてもみとめられたので，それらの組合せに該当する度数を集計した（Table3）．

九州では検出数が多いC♂和〟呵卸mH勒研わ‘刑α109（Table2．）のうち80例が単独に検出され，

29例はほかのいずれかの種と混在している。そのうち16例はC．／γ拘rrαわ　とともに検出されて

いる。C・Sp・4　は25のうち12が単独で，あとははかのいずれかの種と，また，鳥蕗明地耽撒‰

／ゆ句碑財前壷∫　は23のうち17が単独で，あとはほかの4種とそれぞれ混在している。C’♂γ♂〝♂∫－

ク♂紹／γ海rrα佃は20のうち2，C．ク〟／rん〟αは15のうち9がそれぞれ単独で，あとはほかの2～3

種とともに検出される。単独で検出される総数は44，2種混在の例は30，3種混在は7，そして

Table3・GrouplngOf marine funglWith asingle or mixedascocarpson sand

SmaPles from Kyushu and Nansei－islands beaches

K yu shu N an sei－islan d s

Sin gle　 M ＊　 80 M ix ed　 M －T 13 M ix ed　 M －T －Y 1 Sin gl e　 M　　　 3

T　　　 2 M －L 1 M －T －L i 1 T　　　　 l

L　　　 l M －P 5 M －L －B 1 P　　　 13

P　　　 9 M －P 3 M －Y －L tl 1 M ixed　 M －P　　 3

Ⅹ　　　 2 L －L i 1 M －Y －B 2

Y　　 12 L －B 2 I一一Ⅹ－Y 1

L i　　 O P －Y 1 M －T －Y －B 1

L u　　 l Ⅹ－Y 2

R　　 17 Ⅴ＿R ワ

＊M：CorollojPora marilima，T：C・lrVurcala，L：C・lacera，P：C．pulchella，Ⅹ：C．sp3，

Y：C・SP・4，Li：Lindya sp・，Lu：Lulworlhゐsp・
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4種混在は吹上浜の試料から1例がみとめられた。南西諸島における検出数の23のうち単独は17

例で，C．椚αγが椚αとC．勿友毎払との2種混在が3例みとめられただけである。

3．Corollosporamaritimaの形態

Cβγβ〝βゆβ和　椚αrZわ‘椚α　の形態について既報（土倉，1980，1981，1982）のように，その大きさ

を検討する必要があると思われるので，本項では新宮浜（九州）及び波照間（南西諸島）におい

て採取した　C．椚αγが甥α　の子のう殻及び子のう胞子を供試して常法による大きさの測定を行な

った（Table4）．

新宮浜及び波照間において採取したC．椚αγ〟Z’研αの子のう殻の直径はいずれもH6hnk（1954）

が砂粒上の子のう殻について記載した測定値の範囲と近似している。一方，子のう胞子の長

さ及び幅においては，新宮浜の子のう胞子の測定値はWerdermann（1922），I－I6hnk（1954），

Table4．Measurements of ascocarps and ascospores of CorollojPora marilima on

hard substrat．es

S iz e （〝In ＊）

L ocalitie s －
A sco ca rp s　　　　　　 A scosp o re s

S in g u h a m a （K yu sh u） 112－240 ＊　　　　　　　　 22 －30 ×8 －10＊

18．6 士 25．4　　　　　　 27．1士2．5 ×9．3 ±2．3

H ate ru m a （N an se i－isla n d s） 133 －19 7＊　　　　　　　 36 －44 ×6 －8＊＊

156．8 ± 13．7　　　　　 39．4 士2．0 ×7．0 ±0．5

In p re v io u s re p o r ts

A sc o ca r p s 2 2 5 －260 （B argh 0 0 r n a n d Li n d er，194 4）

98 －235 ×98 －190 （II6h n k ，1954 ）

255 －308 （John so n a n d S p a r ro w ，19 61）

210 －400 （T u ba k i，19 66 ）

165 －355 （C ava lier e，1966）

98 q 4 0 0 （K oh lm cy e r a n d K o h lm ey er，19 79）

110 ，280 （T ok u r a，1980，On ag a r Sla n t）

180 －330 （T ok u r a，1981，On Sa n d）

108 －280 （T ok u r a，1982，On Sa n d）

A sco sp o rp s 2 8 q 3 1 ×6．5 －8 （W erd e rm a n n ，1922 ）

21．5 －33 ×6 ．5 －8．3 （M eye rs，195 7）

（23．4 －） 27 －29．4 （32．4）×7．5 －10 （H 6h I－k，1954）

24．5 －33 ×8 －11 （K ohlm ey e r，196 2）

21 －53 ×6 －12 （Joh n so n a n d S p a rro w ，1961）

22 －32 ×6 －8 （T u ba k i，1966）

20 －34 （－53）× （4 －）6 N ll （－4）（K o hlrn e y e r a n d K o h lm ey e r，1979：

18．5 －40．7 ×7．5 －11．5 （T oku ra，1980，On ag a r S la n t）

24．4 －33．8 ×7．5 －10．6 （T ok u r a，19 81，O n Sa n d ）

30 －39 ×6 －9 （T ok u r a，1982，On Sa n d）

24 －38 ×10 q 2 0 （T ok u ra，198 2，On Sa n d）

＊On grains ofsand，＊＊On sheil，foraminifer and coralfractions・
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Kohlmeyer（1962），Tubaki（1968）らの測定値に一致している。しかし，波照間海岸の砂粒また

は貝殻片上の子のう殻（Fig．1A）からえられた子のう胞子（Fig．1B）の長さは著しく長形の範囲

を占めており，幅は狭小なものが多いようである。

考　　　　　察

九州周辺海域ではTubaki (1968, 1969)によってパネル法または流木片からえられた木材着生

性の十数種の海水菌が報告されている。同氏の採取菌のうち, Corollospora maritimaとC・

trifurcata　の2種が今回筆者の調査においても砂粒上から検出した。 14地点で採取した試料の砂

粒または貝殻片上に海水菌の子のう殻が検出される割合は,九州では47-87^,南西諸島では試

料数6以上のもので17-50^の範囲にある。これを日本海箱石海岸における50-91^ (土倉ら,

1982)及び北海道北東部における50^ (土倉, 1982)と比較すると,九州では同程度であったが,

南西諸島では低い検出率であった。検出菌の種類についてみると,九州の北部では4属9種が出

現しており(Table 2),日本海箱石海岸で検出した種類5属11種(土倉ら, 1982)及び北海道北東

部の4属10種(土倉, 1982)と同様の海水菌がみとめられた。しかし,九州西部,南部,東部で

は検出菌の種類は少なくなり,さらに,南西諸島の各地においては　Corollo∫pora　属3種に限ら

れている。これらの分布の異なりはおそらく海洋気象的な影響によるものと考えられるが,試料

採取方法を再検討する段階で調査を反復する必要があろう　Kohlmeyer (1968), Kohlmeyer and

Kohlmeyer (1971)は熱帯及び亜熱帯においてマングローブ,海藻,流木片,海水泡塊などから

二十数種の海水菌を報告しており,この中に　Corollospora　属は　Corollospora maritima, C.

pulchella,C.trifurcataの3種が記載されている。また, Hughes (1971)による海水菌の分布図に

おいても亜熱帯城の　Corollospora　属として上記の3種が挙げられている。本邦の南西諸島にお

いても多くの海水菌の生息が推測されるが,今回の調査で砂粒または貝殻片上には上記の3種が

分布しており,とくにC.pulchellaが特異的に多く出現した。

砂丘海岸における砂質を好む海水菌の調査法はRess, Johnson and Jones (1979)が実施した

wood baiting techniqueが有効なようである。筆者も同法に準じて試料採取を行ない,採取直後

に子のう殻の有無を観察した試料をはじめ子のう殻形成が全くみとめられない汀線の砂について

も,それらの砂上にバルサ材を静置して三角ぴん内に2-20ケ月間保ち,順次検鏡を継続した。

その結果,砂粒上に新生される子のう殻についても種の判別を行なって検出菌として集計した。

検出方法を追試することによって子のう殻形成の時期を異にする各種の海水菌の採取が可能にな

るものと考えられる。

九州周辺海岸には玄界,吹上浜,志布志そして宮崎などの主要な海岸砂丘が発達しており,砂

質を好む海水菌の探索には重要な地域である。試料採取地の砂の構成をみると,玄界砂丘の新宮

浜の砂は細粒～極細粒砂で,主として石英,長石などからなり,しそ輝石,角閃石,不透明鉱物

などと若干の樺色カリ長石,花こう岩片,黒雲母片をともなっている。海水菌の子のう殻の多く

が石英粒の表面に形成されているようである。吹上浜の砂は細粒～中粒砂で,多量の火山ガラス

を含む砂と磁鉄鉱またはチタン鉄鉱とみられる不透明鉱物を多量に含む砂とがある。石英のほか

長石,しそ輝石,角閃石,火山ガラスなどは主に安山岩質火山岩起源のものである。吹上浜では

火山ガラスまたは石英粒上に数種の海水菌の子のう殻がみとめられ,不透明鉱物上には子のう殻
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をみとめなかった。志布志浜の砂は中粒砂で,円磨度の小さい石英,長石が主で,有色鉱物とし

て,しそ輝石を特徴的に含んでおり,不透明鉱物,火山ガラスなども混入する。志布志浜の砂に

は海水菌の子のう殻形成は少なかった。宮崎砂丘高鍋浜の砂は細粒砂で円磨度の小さい石英粒,

長石片そして磁鉄鉱とみられる不透明鉱物などが主で,しそ輝石,角閃石,若干の火山ガラス片

なども含まれているが,これらの砂粒上の海水菌の種類は少ないように思われる。南西諸島石玩

島の川平海岸は細粒砂で,円磨度の良好な石英粒を主にして長石片を含み,有色鉱物は全く含ま

れていない。石英細粒上にCorollosporapulchellaの子のう殻の群生がみとめられた。また,波

照間島ではサンゴ片,巻き貝片,浮遊性有孔虫類のいわゆる星砂などがほとんどであり,これら

の表面に集中してCorollospora maritimaの子のう殻が形成されている(Fig. 1A).小さい巻貝

や有孔虫類では内壁にも子のう殻が群生しており,珪酸質や石灰質を好む海水菌の子のう殻形成

の場として好適であることはKohlmeyer and Kohlmeyer (1979)によっても指摘されている。

世界の各海域に広く分布するCorollospora maritimaの子のう殻及び子のう胞子の形態は多く

の研究者によって計測された報告がある(Table 4).それらの測定値には大きさの範囲が広く示

されている記載と狭い場合があることから　C. maritimaの子のう殻および子のう胞子はそれら

が形成される条件によって大きさの範囲に変動を生じるものと推測される。そこで今回は九州の

新宮浜及び南西諸島の波照間において検出されたC. maritimaの子のう殻及び子のう胞子を供試

して大きさを比較した(Table 4).新宮浜の砂粒上にみられた子のう殻及び子のう胞子の大きさ

は既報の研究者による測定値に一致するが,波照間のサンゴ片,巻貝片,有孔虫の殻片上からえ

られた子のう殻の直径の測定値は範囲においてはJohnson and Sparrow (1961), Tubaki (1966)

らが示した値の1/2程度である。これらの子のう殻から生じた子のう胞子は長さにおいて長形の

範囲各,幅において狭小の範囲を占める傾向がみられる。これを北海道北東部の試料からえた

C. maritime/,の子のう胞子の大きさ(土倉ら, 1982)と比較すると長さにおいて1.2-1.5倍長

く,幅は1/2-2/5であるが,このような形状は菌類胞子において一般にみられる傾向であろう。

C. maritimaのほかに今回の調査でえた各海水菌の種類と子のう胞子の形態は椿・中桐(1982)が

記載した泡中の海水菌と一致するようである。

1967年,北海道オシヨロ湾において, Tubaki (1968)が海水中に3ケ月沈めたブナ材からNia

vibris∫aを検出して分離培養している。筆者は1980年5月25日に日本海箱石海岸の砂を三角ぴん

に採取して,砂上にバルサ材をおいて静置した結果, 15ケ月後の砂上に同菌の子実体を観察する

ことができた(土倉ら, 1982)。九州の高鍋海岸の砂を同様の方法で静置した結果, 20ケ月後に砂

粒または砂粒間に同菌の子実体を検出することができたが,子実体形成の期間は比較的早いもの

と思われるので,再検討を行なって確かめる予定である。 Kohlmeyer and Chares (1981)はノー

スカロライナの海岸の2地点の砂粒上に　Varicosporina ramulo∫aの子実体を検出して,その子

実体にSclerocarpsという新語をあてている。海水菌には木材,藻体,砂粒などのうち特定の基

質に着生する種類といずれの基質にも着生する種類があるようで,相互の関係についても迫試し

たい。

各地の砂の組成について有益な御教示を賜わった本学地質鉱物学教室の井本仲広先生に感謝の

意を表します。
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摘　　　　　要

九州及び南西諸島の海岸の砂粒上に子のう殻を形成する海水菌を観察した。九州では　Carbo∫-

phaerella leptosphaerioide∫　Corollospora lacera, C. maritima, C. pulchella, C. trifurcata,

Corollospora spp., Lindra sp., Lulworthia sp.が得られ,南西諸島においては砂粒,貝殻,有孔

也,サンゴ片上にCorollospora maritima, C. pulchella, C. trifurcataが見出される。
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Summary

Marine fungi with ascocarps attached to grains of sand were observed from Kyushu and

Nansei-islands beaches. Carbosphaerella leptosphaerioides, Corollospora lacera, C. maritima, C.

pulchella, C. trifurcata, Corollospora spp., Lindra sp. and Lulworthia sp. are obtained in

Kyushu, Corollospora maritima, C. pulchella and C. trifurcata have been found on sand,

shell, foraminifer and coral fractions in Nansei-islands.
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Fig・1・（A）Corollo5Pora mariiima，aSCOCarPS On Shell，foraminifer and coralfractions・

（B）ascospores，from Hateruma beachin Nansei－islands・


